鳥羽市企業版ふるさと納税を活用した地域活性化事業（第１号）

採択事業名：橘香プロジェクト
鳥羽なかまちの古い町並みを活かし、　　　
暮らしの前の商いを進化させワクワクを体感するまちづくり
	1　事業実施者名
	所在地　　鳥羽市鳥羽４丁目１５番２０号
法人名　　一般社団法人kicca
代表者　　代表理事　小田徳彦
電話番号　090-2902-8655

	2　実施期間
	令和6年4月　から　令和11年3月　まで

	3　提案事業の概算事業費
	(1)　概算事業費
	30,000千円

	
	(2)　概算事業費のうち
必要最低補助額
	10,000千円

	4　提案事業の内容
	　鳥羽なかまちは、任意団体であるなかまち会を中心に10年間にわたって中心市街地活性化に取り組んでいる。その結果として、空き家活用が5軒、そのうち起業も5人と着実と歩みを進めている。しかしながら、社会課題である人口減少、少子高齢化に伴い、空き家の増加や地域住民の減少を防ぐまでには至っていない。こうした現状を踏まえ、まちづくりに必要なのは、ひと・しごと・住まいをいかにサステナブルにするかという観点から、なかまちでは、空き家の活用等で、しごと・住まいの支援、整備を進め、新規起業家を育成することでひとづくりにも励む。こうした地域の魅力を最大限に活かした抜本的な事業を展開し、地域内経済を活性化させ、ここに暮らす人と訪れる人がワクワクすることを与え続けることで、持続可能なまちづくりを推進する。
具体的な内容として、以下の3点に取り組む。
①まちづくり拠点事業
　地域内外にこれからのまちづくりを周知させ関心を寄せさせ、共にまちづくりに取り組む雰囲気を醸成させるとともに、鳥羽なかまちを訪れるきっかけづくりとして狼煙が上がっている目的地を整備する。
　これからのまちづくりとしてシンボルとなり得るものの空き倉庫となっている東川材木店倉庫を利活用する。
　倉庫では、地域の高齢者が集まりやすいサロンの場づくり、子どもの雨の日の遊び場、若手アーティストのアトリエ、起業家向けのフリーアドレスオフィスなどを設け、サステナブルな空間づくりを目指す。
　観光客が訪れたいと思う食を提供するようなカフェを整備。漁協と連携した未利用魚など鳥羽に来ないと味わえない食の魅力やビーガン対応など、国内観光客は勿論、インバウンドも安心して地域の魅力を感じる食事が楽しめる空間づくりにより中心市街地への周遊性と滞在時間を増やす取組みを行う。
　また、従業員として障がい者や高齢者を雇用し就労の場の確保にも努める。
　周遊性を高めるうえで欠かせない二次交通、ラストワンマイルの課題にも取り組み、シェアサイクルやシェアキックボード等のキーステーションを設置するほか、オンデマンドバスを周遊させ観光客のみならず地元住民の買い物の援助も含めたモビリティに取り組む。
②起業家支援事業
　鳥羽なかまちは「鳥羽の台所」と呼ばれかつては多くの人で賑わっていた。そのため、住居の軒先は商いが出来るような長屋が隣り合っているのが特徴である。しかし、大型商業施設の誕生や人口の社会減などの要因で多くは空き家となっている。
　こうした空き家を活用し、パン屋をはじめ地域住民が望む事業者を誘致するほか、これからの産業を担うようなスタートアップの育成支援を行う。
③地域資源活用事業
　鳥羽なかまち周辺には、至る所に歴史の痕跡があり、それを代表する形で蔵が点在している。蔵を中心に空き家や空き地を資源と捉え、空き家バンク等を活用し起業家やアーティストに提供する。
　また、持続可能なまちづくりとして市内のプラスチックのアップサイクル業者と連携し、家庭や観光施設においてペットボトルキャップをはじめとするプラスチックを回収し再資源化する取り組みを地域全体で推進する。また、これに参加した地域住民や観光客には、持参した量に比例した独自の地域マネーを配布し、倉庫内カフェをはじめ協力事業者間で使えるような地域循環の試みを行う。
　鳥羽市の木であるやまとたちばなが香る地域を盛り上げるというコンセプトのもと、やまとたちばなを活用した新たな商品開発を行い、地域内外への発信ツールとして活用する。


	5　提案事業の実施による公益的な効果
	・高齢者や子どもの居場所づくり
・高齢者が地域で安心して暮らせる環境の整備
・空き家問題の解消
・障がい者、高齢者を含めた雇用の場創出
・子育てママの孤立感の解消、地域交流の促進
・定住・移住促進
・関係人口創出
・二次交通課題解消
・まちの周遊性確保
・市内滞在時間の増加


	6　対象者、人数、規模等
	対象者：①地域住民、②起業家、事業者、③観光客
人数：①約600人（鳥羽三丁目、四丁目）、②1人／1年目、3人／2年目、5人／3年目…10人／5年目、③300,000人／年


	7　想定スケジュールと
内容
	2024年1月～3月　まちづくり拠点改修計画策定
　　　　　　　　　HP開設
↓
2024年4月　改修着工、起業家募集開始
空きスペースにてイベント（随時）
　　　　　起業家向け空き家ツアー（随時）
　　　　　　モビリティシェアリング準備
↓　　　　　やまとたちばな商品開発計画
2024年7月　竣工、まちづくり拠点オープン
モビリティ稼働
サロン、子ども食堂、学習支援（随時）
インバウンド受け入れ
↓
2024年9月以降
　起業家選定→空き家斡旋、サポート
　　　　　　やまとたちばな商品発表
　　　　　　定期的な高齢者や子ども向けサポート
観光客集客のための発信
　　　　　　起業家募集と誘致
↓　　　　　
2025年　　１組の新規起業
↓
STEP2へ　プラスチックの地域循環実験開始
　　　　　鳥羽市観光滞在時間2時間増進


	8　必要最低補助額で事業を実施する場合の概要
	広い面積を持つまちづくり拠点の一部のみを改修し、まずは高齢者や子どもをはじめ地域の人や観光客が鳥羽なかまちを含む市街地へと足を運び、周遊できる最低限の環境を整備する

	9　備考
	参考資料「橘香プロジェクト」参照


本事業への支援（企業版ふるさと納税によるご寄附）の申し出・ご相談は、下記担当までお願いいたします。
	お問合せ
鳥羽市企画財政課企画経営室
電話　0599-25-1101　　FAX　 0259-25-3111
メール　Kikakukeiei@city.toba.lg.jp




